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研究成果の概要（和文）：本研究の具体的な成果として、研究分担者石川巧の著書『高度成長期

の文学』（2012 年、ひつじ書房）がある。本書にあるように、高度成長期における大衆の欲望

は不可逆に変容し、文化もこれに伴い大きく変わった。私たちの研究は、この変容のプロセス

を、文学を中心としてサブカルチャーまで領域を広げながらも、その変容を学術的・具体的に

検証するものであった。中国の現在の高度成長と比較する視点が加えられ、本研究は他の研究

には見られない独自なものとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：As concrete results of this study, there is "Literature of the period of 
high growth" (2012, Hitsuji Shobo) book of Takumi Ishikawa（research division）. As shown 
in this document, the desire of the masses in high-growth period is transformed into 
irreversible, has changed greatly due to this culture. Our research, was not to broaden the 
scope of sub-culture but as a literary center, verified academically and concretely the 
process of this transformation. Perspective compared to the rapid growth of China's 
current is applied, our study has be unique and not found in other studies. 
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研究分野：日本近代文学・文化研究 
科研費の分科・細目：文学・日本文学 
キーワード：高度経済成長・大衆・文化変容・欲望 
 
１．研究開始当初の背景 
 平成 20（2008）年の夏には、北京オリンピ
ックが開催され、2年後の平成 22（2010）年
には、上海で万国博覧会が開催された。日本
で東京オリンピックが開催されたのが昭和
39（1964）年で、大阪で日本万国博覧会が開
催されたのが昭和 45（1970）年だから、中国

の高度経済成長を世界に発信する象徴的な
国家規模のイベントは、日本に 40 年ほど遅
れて行われたことになる。 
日本の高度成長期と中国のそれを比較研

究するといっても、もちろん両者は同じでは
ない。隔たる 40 年のあいだに、米ソ冷戦は
終わり、経済・金融のグローバル化は進み、
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日本と中国の高度成長が質を異にしている
ことは言うまでもない。にもかかわらず、私
たちがこの研究課題を取り上げようと考え
たのは、日本の高度成長期における文化が研
究対象として確立されておらず、単眼的な郷
愁や呪詛の対象となるばかりであるからだ
った。豊かな現代を生きる日本人が拠って立
つ、精神的・物質的な基盤を客観的・相対的
に分析することが出来たならば、そこから得
られる収穫は計り知れないほど多いであろ
うと考えたのである。 
当時、日本において中国は負のイメージに

取り巻かれていた。最も多く語られていたの
は食品の安全性の問題であるが、全体として
中国の経済的な成長や文化的な発展を肯定
的に評価する声はあまり聞かれなかった。 
日本の高度経済成長の終焉を物語る最も

象徴的な出来事を「公害」と考えた時、中国
における食品の安全性をめぐる問題の浮上
は、高度経済成長を目的としてきた中国がい
よいよ、その負の面と向かい合い、高度成長
至上主義から方向転換をするべき時期が到
来したことを意味していたとも考えられる。 
上海万国博覧会のテーマは、「より良い都

市、より良い生活」であり、5 つ掲げられて
いる副テーマのすべてに「都市」が含まれて
いる。中国が成熟した国家となるためには、
経済発展至上主義から距離をとった都市の
再生が不可欠となってきていたのだ。 
日本と中国を、それぞれの高度経済成長期

の文化を対象として研究しようとする姿勢
は、他にほとんど例を見なかった。日本映画
「ALWAYS 三丁目の夕日」（平成 17［2005］年）
に代表的に見られるように、当時、そして現
在にあっても、日本の高度成長期は主として
「古き良き時代」として回顧されていること
が多く、逆に研究の世界においては禍根ばか
りが強調される忌むべき時期とされること
が多い。 
私たちの研究の目的は、隔絶したものとし

て扱われている日本と中国の高度成長期を、
文学研究・文化研究を通して架橋し、文化発
展と経済成長の関連を客観的にあぶりだす
ことであった。グローバル化時代に生きる人
間の問題、格差社会という問題は、日中の壁
を越えて共有される問題である。私たちの研
究はこのような問題に対して、解決の示唆を
提供しえるのではないかという自負のもと
に出発したのだった。 
 
２．研究の目的 
平成 20（2008）年 9 月に私たちのメンバー

が中国でおこなった第 2回「中日高速经济增
长期的媒体与表现学术研讨会（中日高度経済
成長期のメディアと表現シンポジウム）」は、
私たちの研究の指針を示すものであった。4
人のメンバーそれぞれの発表題目は、以下の

通りである。 
藤井淑禎「高度成長期の読者と読書」、渡

邉正彦「『集団』から『個人』へ」、石川巧「高
度成長期における〈日本回帰〉」、瀧田浩「日
本児童漫画の変質と中国の漫画政策」。 
渡邉と石川の発表は高度成長にともなう

共同体意識の変容について考察し、藤井と瀧
田の発表は文学作品や漫画の提供・受容をめ
ぐる考察であった。 
日本と中国に共有される文学・文化の様相

をめぐる分析を通して、あきらかにしようと
したのは、第一には文化変容を共同体との関
係であり、第二にはその具体的な局面である。
前者においては批評的なスタンスからのア
プローチが、後者においては社会学的、ある
いは統計論的な分析を用いることが考えら
れた。私たちの目的は、マクロ的な視点に立
った確実性の高い仮説を示すことと、ミクロ
的な具体的かつ実証的な調査結果を手にす
ることだった。 
継続的になされてきたこれまでの私たち

の研究は、日本の文化現象と中国の文化現象
の対応的／対照的関係をいかに（断片的に）
見出すかに力を注いできた。しかし、中国に
おける日本文学・日本文化の受容のありかた
についてシンポジウム等を通して理解して
きた私たちの研究には、中国の成長のほぼ全
過程を射程にして論じる可能性が開かれて
いるとも考えられる。 
北京オリンピックを経て、2010 年には上海

で万博が開かれた中国の高度成長の様相は、
ほぼ 40 年前にオリンピック・万博を経過し
た日本のそれと相対化、さらには俯瞰して論
じうる時期が来たと考えることができる。共
同研究のメンバー3 人は、上海万博を見学し、
パビリオン内や万博会場全体の構成、さらに
は入場している数多くの中国人の文化受容
のあり方を見てきた。 
資料にあふれる日本の高度成長期を相対

化して考察するために、中国の歴史や文化、
さらには実地に経験したことをふまえる。こ
のようにして、日本の高度成長期の文化の実
態を歴史的かつ相対的に明らかにできるは
ずである。 
共同研究メンバー個々の研究の目的を以

下に示しておく。 
代表者の瀧田浩は、日本と中国の高度成長

期における、大衆の欲望が直接的に反映され
やすいメディアであるマンガや大衆音楽が
国家の動向とどのような関係にあったかの
解明をめざす。 
研究分担者の渡邉正彦は、国家に対する大

衆の複雑な内面性をふまえた上で、高度成長
期における負の面を日本と中国の批評家が
いかに射程となしえたかを分析する。 
石川巧は、日本の高度成長期に登場したさ

まざまな大衆の欲望が表現された文学や文



 

 

化現象を取り上げ、「個」の表現から「機構
の力学」の表現へと変移する文学の様相の解
明をおこない、また、「人類」をキーワード
として含む万国博覧会のイデオロギー性を
日中比較の視点を盛り込みながら考究する。 
（もうひとりの研究分担者である藤井淑

禎については、途中で共同研究から離脱した
ために、記さない。） 
 
３．研究の方法 
３年間の研究の進展を説明しながら、記述

する。 
初年度の 21 年度においては、これまでの

課題を深化・発展させる課題に応じた資料の
収集と分析・考察に向かった。個人的なデー
タ蓄積と分析結果は、メール添付ファイルで
活発に交換しあい、ある程度の議論にまで発
展させた。さらに、1年に 4 回、ほぼ 3 ヶ月
に 1回の研究会を開催した。 
幸いなことに、メンバー4人の勤務大学は

いずれも東京都内にあり、交通の便は良いか
ら、研究会の開催場所に困ることはなかった。
ほとんどが立教大学を研究会の場所と設定
することが多かったが、何度かの研究会を重
ね、おのおのの研究の可能性や問題点を率直
に指摘し合い、開かれた研究をめざした。 
共同研究の計画と方法を説明するならば、

研究の進捗状況についての情報交換は、代表
者瀧田が中心となって定期的に進めた。これ
まで高度成長期の文化現象・文学作品につい
て数多くの研究を積みかさねている藤井は
研究の柱であるから、研究が停滞した場合な
どの対応は藤井の知見の力を借りた。 
平成 22 年度においては、上海万博を共同

研究のメンバー瀧田浩・渡邉正彦・石川巧の
３人で見学した（藤井淑禎は本年度から研究
分担者から離れた）。北京オリンピック終了
後、世界同時的に巻き起こった金融危機の中
で、中国の経済も深刻な不安に見舞われてい
る中、上海万博を中国の民衆がどのように受
けとめ、体験するのかに、私たちは関心をも
って、見学したのである。 
元来が文学や文化を社会・経済の側面も視

野に入れつつ研究するのが、本研究であるか
ら、社会・経済的状況を実地に体験すること
に大きな意味があるのは言うまでもない。私
たちは、上海万博の各パビリオンの展示内容
やパフォーマンスの内容を見ることよりも、
むしろ会場おける見学者たちに目を向けた。 
上海万博を見学するのはほとんどが中国

人であり、彼らは文化体験のマナーを身につ
けないままに、またその展示やパフォーマン
スの文化的洗練度を顧慮することなく、文化
的イベントに熱中していた。このような実地
的な知見によって、私たちは日本の高度経済
成長期を改めてとらえ返すことが可能にな
ったのである。 

3 年目となる平成 23 年度においては、意見
交換と研究会は 1年目と同様に進めたが、同
時に研究成果の公開をめざした。前採択課題
の成果を『高度成長期クロニクル』（2007）
にまとめたが、これと同様にできれば単行本
としての出版に向けて、努力を進めた。しか
し、現在の厳しい出版状況の中で、単行本の
形での発行は難しいと判断し、私たちは定期
刊行物の特集という形で、他の研究者の知見
と合わせて、研究成果を世に問うことにした。 
 

４．研究成果 
本研究の重要な成果として、研究分担者で

ある石川巧の著書『高度経済成長期の文学』
（2012 年 2 月、ひつじ書房）が上梓された。
知性・大衆・欲望・事件・教化の五つの章に
配置された 15 本の論文が、私たちの共同研
究の深まりと成果を雄弁に語っているだろ
う。煩を厭わず、全ての論文のタイトルを記
しておく。ここに、高度成長期の文学そして
文化の相貌がかなり多面的に記述されるこ
とが理解されよう。と同時に、私たちの研究
の文学に限定されない、時代そのものをあぶ
りだす種類のものであることがここに読み
取れよう。 
 
第一章 知性―学生小説の変容 

 第一節 モラトリアム文学のはじまり―
柴田翔『されど われらが日々―』論 
 第二節 〈知性〉の変容―庄司薫『赤頭巾
ちゃん気をつけて』論 
 第三節 子規との対話―大江健三郎「他人
の足」論 
 
第二章 大衆―身につまされる文学 

 第一節 原爆とエロス―川上宗薫の自伝
的小説をめぐって 
 第二節 〈金の卵〉たちへのエール―松本
清張『半生の記』を読む 
 第三節 戯画としての合戦―吉川英治『私
本太平記』論 
 
第三章 欲望―愛欲の光景 

 第一節 妻たちの性愛―川端文学の水脈 
 第二節 悶々とする日々への復讐―清張
ミステリーの女たち 
 第三節 同棲小説論―アパートのある風
景 
 
第四章 事件―終末の記憶 

 第一節 三島由紀夫の死をめぐる一考察
―『川端康成／三島由紀夫 往復書簡』を読
む 
 第二節 万博と文学―〈人類〉が主語にな
るとき 
 第三節 吉永小百合という記号―〈夢千代
日記〉を読む 



 

 

 
第五章 教化―教材化される文学 

 第一節 〈私〉探しの文学―太宰治の読ま
れ方 
 第二節 ヒューマニズムとコスモポリタ
ニズム―教育言説のなかの有島武郎 
 第三節 詩の反逆―辻征夫論 
 
急速に経済発展する中で、戦後に求められ

た自立した市民という理想像は、大衆の欲望
に呑み込まれていく。大学生の知の先鋭化や
国家の指針と結びついた教科書の戦略も、最
終的には時代の大きな欲望のありようを示
していたと考えることができるだろう。 
私たちの研究は、中国の現在との比較とい

う点、またサブカルチャー的な視点をとりい
れるという点においては十分な成果を残す
ことはできなかったが、日本における文化現
象を高度経済成長期という観点から具体的
にかつ学術的に研究したという側面におい
ては、一定の実績をあげたと考えられるだろ
う。 
共同研究メンバーにより 2007 年に共著と

して上梓した『高度成長期クロニクル』に続
く２冊目の著書に代わり、研究分担者の石川
巧が同人となっている定期刊行の学術誌『敍
説』において、高度経済成長期の特集を組む
ことになった。原稿依頼者の検討などを、本
メンバーでおこない、私たちの共同研究をさ
らに広い文化的な側面に広げ、今後の文学研
究・文化研究に寄与したいと考えている。 
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